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[研究ノー ト]
中国の少数民族地域における言語教育政策と現状
一一雲南省と新襲ウイグル自治区を中心に一一
1.はじめに
1999年と2000年の夏休みを利用して，筆者は
中国の少数民族地域の雲南省と新彊ウイグル自
治区という二つの地域で、研究調査を行ったO テー
マは「中国の少数民族地域における「普通話」
の普及政策と現状」である。当初は，中国の少
数民族地域の小・中学校ではどのように中国の
共通語である「普通話J1)を教えているかを調
査する予定だ、ったが，後になってそれは単なる
共通語教育の問題だけでなく，少数民族地域で
の言語教育政策及び少数民族自身の社会文化，
民族意識などにもかかわる問題であると気づき，
それ以降はむしろ後者のほうに重点を置いて調
査を進めてきた。
本稿は，三度にわたる調査で集めたデータを
もとに，また調査前後に読んだ文献を参考にし
て雲南省と新彊ウイグル自治区の状況をまとめ
たが，それにかかわる中国の少数民族全体の状
況についても少しふれている。
2.少数民族地域での言語教育政策と現状
2.1.中国の少数民族と使用言語
中国には，漢民族のほかに55の少数民族があ
り，ほとんどが黒龍江省，吉林省，内蒙古自治
区，新彊ウイグル自治区，チベット自治区，広
西壮族自治区，貴州省，雲南省など経済が比較
的遅れている辺境地域に集中し，主に農業や牧
畜業を営んでいる。
付表でわかるように，少数民族のうち，人口
が一番多いのは壮(チワン)族で約1，600万人，
そのほか満州族，回族，苗(ミャオ)族，維吾
伝(ウイグjレ)族などの順である。また人口
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100万人以上の民族は18あ仇人口 1万人未満
の民族は，高山族，塔塔均三(タタール)族，独
龍(トールン)族，部倫春(オロチョン)族，
赫哲(ホジェン)族，門巴(メンノ，)族，洛巴
(ロッパ)族など計7民族である。
大多数の少数民族は，漢民族や他の少数民族
と雑居しており，その言語の使用状況は極めて
複雑である。自民族言語を使用している民族も
あるし，自民族言語をほとんど失い，漢民族言
語や他の少数民族言語を使用し，或いは併用し
ている民族もある。そのうち，回族と満州族は
基本的に自民族言語を失い漢語を使用している
が，残りの53民族はそれぞれ独自の言語を持っ
ている。その53の民族言語のうち， 21言語が昔
から自民族の文字を持ち，残り32の言語は1949
年以前は文字がなかったか或いは不完全で、あっ
た。そのため， 1950年代に入ってから，政府主
導で10言語に文字を作り，その他のいくつかの
言語には文字の整理・改良を行った。
50年代に新たに文字を作成した言語は，社
(チワン)語，布依(プイ)語，苗(ミャオ)
語，伺(トン)語，恰尼(ハニ)語，禦(リー)
語，傑傑(リス)語，イ瓦(ワ)語，納西(ナシ)
語，土(トゥー)語の10言語であるが，いずれ
も人口が比較的多く，居住地域も集中し，かつ
方言が比較的少ない民族の言語である。そのほ
か，舞(イ)，景頗(チンポー)，錫伯(シボ)
などの言語に文字を改良し，それ以外の文字を
持たない言語については，漢字或いは近隣言語
の文字を使用する方法で解決した。
中華人民共和国の憲法には，各民族は自分の
言語と文字を使用する権利があると明記されて
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いる 2)。また，各少数民族地域では少数民族言
語は，漢民族言語と同等の地位にあり，行政，
司法，出版などすべての分野で使用する権利が
保障されている。しかし，中国政府は，同時に
国策の一環として少数民族地域で「普通話」の普
及を推進している。 1956年2月に国務院が公表
した「普通話の普及に関する指示J3)の第12条
では，条件が整った少数民族地域では，学校の
授業科目に「普通話」を入れ，小学校から「普
通話」を学習することを決めている。
2.2.民族言語教育と「普通話」普及に関する政
策
1949年以前，中国の少数民族は，漢民族と同
じように非識字率が非常に高かった。 1952年の
統計では漢民族の非識字率が約80%となってい
るが，少数民族の非識字率はそれ以上であった
と推測されている。そのため，中国政府は50年
代初期から全国で「識字教育」の普及運動を展
開し，少数民族地域でも教育の普及を進めた。
それとほぼ同時期に，少数民族地域の学校の教
育科目に「普通話」授業を導入した。
50年代に定めた言語教育政策と「普通話」の
普及政策は，基本的に今日まで継承されている
が，その基本精神は，少数民族言語の使用と学
習を尊重しながら「普通話」の学習を奨励する
ものである。ある意味でこれは一種のパイリン
ガル教育(中国では「二言語教育」と呼んでい
る)を提唱しているのであるが， 50年代からさ
まざまな好余曲折を経て最近になってようやく
国の政策として定着したようである。
現在，少数民族の言語教育に関する政策は，
主に以下の内容である 4)。
1 )各民族の言語は平等であり，各民族は自分
の民族言語と文字を使用する権利がある。各
地域の行政，司法，出版，経済，文化などの
分野で民族の言語・文字を使用する権利が保
障される。複数の民族が混在する地域では，
複数の民族言語文字を使用することが認めら
れる。
2)文字を持っている民族は，その文字で教育
を行うことが保障される。少数民族の学生が
大多数を占める民族学校では，授業を民族言
語で行うことを認め，同時に高学年で「普通
話」の授業を開設することが奨励される。
3) 50年代に作成・改良された民族文字につい
て，効果のよいものは継続して使用し，効果
のよくないものは，改善するか或いは廃止す
る。その代替文字を選ぶ場合は民族の意志を
尊重する。
4)文字を持たない民族が新たに文字を作るか
どうかについては，その民族の選択を尊重す
る。新たに文字を作る際に，自民族の政治・
経済・文化の発展と他民族との交流に寄与す
るもの，かつ自民族の言語に適したものを作
るべきである。
5 )文字を持たない民族は，新たに文字を作ら
ずに漢語或いは近隣言語の文字を使用しでも
よい。また，すで、に文字を持っている民族で
も，自民族の文字を使用せずに漢字や他の民
族文字を使用する場合もその民族の選択を尊
重する。
6 )少数民族地域では，少数民族の言語・文字
を学習することが保障される。少数民族地域
で働く漢民族出身者は現地の少数民族言語を
学習し，少数民族出身者は漢語を学習するこ
とを奨励する。少数民族地域の学校は，少数
民族言語で教育を行うと同時に，条件が整っ
た地域では「普通話」の学習をも積極的に進
めることを奨励する。
7 )大学入試は，少数民族出身者の場合，合格
ラインを下げて採ることができる。民族自治
区の大学は，少数民族言語による受験が認め
られる。また，漢民族地域の一般大学は，少
数民族のために「予科」または「民族班」を
開設し，少数民族出身者の入学に便宜をはか
り，かつ学費の減免，生活費の支給などの優
遇措置を取るべきである。
8)各民族言語について十分に研究を行い，そ
の民族言語の研究者や作家を積極的に養成す
る。同時に民族言語と漢語の両方ができる二
言語能力を有する教員，通訳・翻訳者，編集
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者及び研究者などの人材を積極的に養成する。
9 )少数民族地域では，民族言語による新聞・
図書の出版やラジオ・テレビ放送などが保障
される。全国的な規模の会議では少数民族の
翻訳や通訳をつけるべきである。また少数民
族地域で開催される会議においても必要に応
じて民族言語の翻訳や通訳をつけるべきであ
る。
などのように，政治社会のほぼすべての面にお
いて少数民族言語の使用が保障されている。
2.3.言語教育の現況
50年代初期に行われていた教育普及運動は，
主に各民族の識字率を高めることを目的として
いたが，当時，少数民族地域では，教員や学校
施設が極端に不足していたために，充分な教育
ができないところが多かった。特に少数民族の
中では，自民族文字を教えられる教員が非常に
少なかったため，漢民族の教員を迎えて小学校
1年生から漢語を教えるところもあった。それ
は:英語がほとんど話せない子供にとっては大変
な負担であり，実施段階で問題がかなり多かっ
た。しかし，さまざまな問題を抱えながらも全
く学校がなかった地域に学校を設立し，また大
人のためには夜間学校を開設し，更に内地から
教員を派遣したり，文字の作成や整理を進めた
りして， 50年代初期から始まった教育普及運動
はとりあえず順調に進み，大きな成果をあげた
と言える。
しかし， 1957年以降になると， I反右傾」運
動や「大躍進」など一連の政治運動の影響で，
少数民族地域では性急な「普通話」普及運動や
「民族言語無用論」などの動きが現れ，一部の
地域では，小・中学校の授業から民族言語をな
くし， I普通話」だけを教える地域も出てきた。
また，一部では漢民族学校に併合されるところ
もあった。特に1966年「文化大革命jが開始後は，
各地域が完全に混乱に陥り，都市部では民族学
院が廃止され，小・中学校では民族言語の教育
が中断され，すべて「普通話」の授業に切り替
わった。農村地域での学校はほとんど機能しな
くなり，民族言語だけでなく，漢語教育も中断
されてしまったところが多かった。そのため
「文化大革命jの十年間に，少数民族地域の教
育レベルは著しく低下し，非識字率が逆に上昇
したという結果になった。
1976年以降， I文化大革命」が終息し，少数民
族地域の学校も次第に秩序を取り戻した。各地
域では基本的に50年代に決められた政策で教育
を行うようになり，現在，少数民族地域のほど
んとの小・中学校では，民族言語の教育と平行
して「普通話Jの教育が行われている。しかし，
「文化大革命」の影響と，経済の改革開放後の社
会状況の変化によって，都市部では少数民族の
漢語化現象が現れ，特に南方少数民族地域と内
蒙古の都市部ではその傾向が強いと言われてい
る。また雲南，広西，四JI，貴州など南方少数
民族地域の農村部でも同じような傾向が現れて
いる。
原因として主に次のことが考えられる。
1 )大学進学上の理由
少数民族出身者は，漢語を習得しないと大
学に進学する時にはかなり不利である。現在，
多くの大学は少数民族出身者のために特別の
入学枠を用意しているが，その大半が文系で，
理系が少ない。原因は主に少数民族出身者の
漢語能力の低さにあると言われている。多く
の少数民族の学生は，日常会話ができても漢
語で講義される理系科目についていけない。
また，文系は理系より若干やさしいが，それ
でも高度な漢語能力を持たないと授業につい
ていけないので，大学教育を受けるためには，
どうしても漢語を第一言語として習得しなけ
ればならない。そのため，漢語を第一言語と
して使用する人が増えている。
2 )学校教育による「普通話」の普及
少数民族地域の学校教育で，長年「普通話」
の授業を受けた結果，漢語のわかる世代が育っ
てきた。特に都市部では，多くの子供は小学
校一年生から漢語を勉強しているので，漢語
能力が飛躍的に上達している。
3)就職及び仕事面での必要性
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少数民族地域の多くは，経済が遅れている
地域であり，農業や牧畜業など伝統産業がほ
とんどである。個人にとっては，自分の経済
状況を改善するためには農牧畜業以外の業種
に就くのが豊かになる早道であるが，漢語が
できないと就職が難しい。また，個人経営で
も人口が多い漢民族を相手にしなければなら
ないのでどうしても漢語を勉強せざるを得な
し、。
4)社会文化面での理由
改革開放以降，漢民族と交流が頻繁になっ
てきた。特にテレビなどの普及によって，漢
語による番組が日常的に見開きするようになっ
てきて，漢民族文化に接触する機会が増えて
きた。少数民族地域では民族言語による放送
を行っているテレビ局もあるが，チャンネル
数が少なく内容構成も貧弱である。それに対
して漢語の番組はチャンネル数が多く，内容
も豊富なため，若い人にとっては魅力的であ
る。そのほか，図書や新聞なども漢語による
ものが圧倒的に多いので，漢語ができないと
かなり不自由になる。
2.4.地域聞の格差とその原因
しかし， 1""漢語化」の現象は主として都市部
や人口密集地に起きているが，人口過疎地では
まだ起きていないようである。また，南方地域
と北方地域との聞にも大きな違いが見られる。
雲南や広西などでは漢語化が比較的に進んでい
るが，新彊などではあまり進んでいないようで
ある。
学校教育でも南北地域聞の格差が見られる。
南方地域では，ほぼ小学校低学年から漢語の教
育が行われ，小学校高学年から中学・高校まで
は基本的に漢語で授業が行われている。それに
対して新彊などの北方地域では，小学校では基
本的に自民族言語による授業が行われ，高校段
階でも「普通話」を外国語に準じた科目として勉
強されている。
このような南北格差が形成された要因として
次のことが考えられる。
1 )言語的要因
南方の少数民族言語は，言語の系譜から見
て比較的に漢語に近く，閉じシナチベット語
族に属している。それに対してモンゴル語，
ウイグル語など北方民族の言語は漢語とは全
く違うアルタイ語族に属しているので，南方
少数民族に比べて漢語を学習するのが困難で
ある。
2 )社会的要因
南方少数民族は，昔から漢民族や他の少数
民族と雑居してきたのに対して，北方少数民
族は，満州族など以外は漢民族と雑居した歴
史が比較的に短い。いまでも内蒙古では漢民
族との同居がある程度進んで、いるが，新彊や
チベットなどでは，都市部を除いてほとんど
進んでいない。
3 )宗教・文化的要因
南方地域では，基本的に漢民族と同じ宗教
信仰を持ち，生活慣習も基本的に同じである。
また漢民族との結婚にも特に抵抗がないが，
新彊などでは，イスラム教を信仰し，且つ生
活習慣も大きく異なっているために，漢民族
との融合が相対的に難しい。また，同じ仏教
信仰をしているチベット地域では，宗教に対
する理念上の違いや過酷な地理条件などによっ
て漢民族との同居もあまり進んでいない。
4)民族のアイデンテイティ:南方地域では，
近隣国家や近隣民族への帰属意識が比較的に
薄いが，北方地域でその意識が比較的に強い。
例えば新彊ウイグル自治区ではかつて東トル
キスタン共和国を樹立した歴史があり，域内
の少数民族は域外の同ーの民族への帰属意識
を持っている。また，チベットも域外に宗教
領袖の存在などがあり，民族のアイデンテイ
ティを比較的強く持っている。
このような南北地域の格差は，学校教育の目
標設定にもある桂度影響を及ぼしている。例え
ば雲南などの地域では，漢語教育を学校教育の
中枢として考えている傾向がある。学校教育の
目標は，民族言語の習得よりも漢語の習得にあ
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り，漢民族学校のレベルにいかにして近づかせ
るかを学校教育の目標としている。それに対し
て新彊などでは「普通話」を外国語科目として
考え，学校教育での重要科目であるが， r普通
話」を教学言語とするような教育方法は採用さ
れていないのである。
3.雲南省の状況
3.1.雲南省全体と島明市
雲南省には25の少数民族があり， r民族の宝
庫」といわれるほど少数民族が多い代表的な地
域である。人口4，000万人のうち，漢民族は約
3，000万人で人口の 4分の 3を占め，少数民族
は約1，000万人である。都市部は漢民族が集中
し，少数民族は主として農村地域に居住してい
る。
雲南省に住んでいる少数民族は，歴史的に漢
民族や漢文化と密接な関係を持ち，生活慣習や
宗教文化などの面でも共通点が多い。また少数
民族はほとんど漢民族や他の少数民族と雑居し
ているので，民族問の隔たりが比較的に少ない
ようである。
雲南省の多くの学校では，平均して小学校3
年から「普通話」を教え，小学校高学年から中
学以上はほとんどすべての科目を「普通話」で
教えることになる。中で納西(ナシ)族，白
(ベ-)族など昔から漢語教育を取り入れた民
族地域では，小学校に入学後すぐに漢語による
単一言語の教育を受けているところもある。
雲南省内には民族言語で教育を行っている大
学がなく，民族学院などの大学には少数民族の
言語文化を教える学部学科はあるが，基本的に
漢語で、授業を行っている。また入学試験も漢語
による試験問題なので，一定の漢語水準に達し
ないと入学は難しい。また，民族学院などでは
少数民族学生を優遇する入学制度はあるが，学
校自体が文系大学なので理系科目が少ない。そ
の他の総合大学の一部の学部学科は，少数民族
学生を優遇する入学枠を設けているが，募集人
数はまだ少ないようである。
昆明市などの都市に住んで、いる少数民族出身
者は，漢語を第一言語として習う希望者が多く，
特に昆明市では，ほとんどの少数民族出身者が
学校で漢語だけを習っている。経済が比較的豊
かになっている中小都市や農村地域でも同じ傾
向が見られている。
見明市内は，漢民族は人口の80%以上を占め，
日常生活では基本的に漢語が使われている。見
明市在住の少数民族出身者の多くも家庭で漢語
を使っているので，漢語が第一言語となり，自
民族の言語を話せない人が増加している。また，
昆明市には単一の民族が集中して居住している
ところがないので，少数民族の学校もなく，民
族言語による教育は基本的に行われていないよ
うである。
雲南省では少数民族言語の図書や新聞雑誌も
発行されているが，日常生活や農業に関連する
ものが多く，高度な科学技術関係の図書・雑誌
はあまり出版されていない。また，ラジオ・テ
レビ番組も基本的に「普通話」によるのもので，
少数民族言語の放送チャンネルが少なく，内容
もあまり充実していないようである。
3.2.酉双版締タイ族自治州
西双版納タイ(俵)族自治州は総人口84万人
で，その内，タイ族が30万人，ハニ(袷尼)族
が15万人，その他ラフ(投枯)族，プ}ラン
(布朗)族，ジノー(基諾)族などが居住して
いる。少数民族が約75%を占め，漢民族は約25
%で主に州都景洪市などの都市部や固有農場に
集中している。
学校教育は，人口密集地で、は基本的に漢語と
民族語の二言語教育を行っている。小学校1年
からまず民族言語を習い， 1年次後期または 2
年次から「普通話」を習うことになっている。
小学校の高学年に進むにつれて徐々に「普通話」
の比重が高くなり，小学校5，6年生からほぼす
べての科目を「普通話」で教えている。ただし一
部の農村地域，特に人口の少ない山間部では民
族語だけを教えているところもある。
タイ族の子供は，家庭では基本的にタイ語を
使用するので，小学校に入るまで、漢語ができな
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い子供が多い。そのため，小学校に入学後すぐ
に「普通話」を学習するとついて行けない子供
が出るため，小学校3年生までは民族言語の教
育を行い， 4年生になってから漢語学習を導入
すべきだという声もある。しかし，逆に小学校
1年生からまず漢語を習い， 4年生になってか
ら民族言語を習うべきだという全く反対の意見
もあり，どちらを先に教えるべきかはまだ模索
の段階にあるようである。しかし，とりあえず
二言語教育を行う必要性があるという点では意
見が一致しているので，ここ 2，3年，小学校
の6年間を通じて少数民族言語と漢語を並行し
て教えている学校が増加しているらしい。
自治州の学校教員は，半数以上は漢民族出身
者で，少数民族出身の教員も基本的に「普通話」
試験5)に合格した者である。
西双版納自治州では，タイ族の男の子が一定
の期間で寺院に入るという慣習があるが，その
期間は数か月から 2年間までとさまざまである。
子供たちは，寺院にいる聞にタイ語で書かれた
仏教経典や民族の歴史・伝説を勉強すると同時
に，タイ文字も勉強する。寺院に入る子供の年
齢は5歳から17歳までで，小学校を卒業してか
ら寺院に入る者もいるし，学校に入る前にまず
寺院に入る者もいる。また，小学校を中退して
寺院に入るケースもあると開いている。
一部の農村地域では，タイ語だけの教育を受
けている者もいるが，タイ語の新聞がないので，
実用面ではかなり狭められている。また，ラジ
オやテレビ番組も漢語のものが多く，タイ語放
送の時間帯は比較的短い。テレビの普及に伴っ
て漢語ができる世代は今後さらに増加すると予
測されている。
タイ族以外のハニ族やラフ族の状況も基本的
に同様で，特にラフ族は学校教育では自民族の
文字を使用せず、最初から漢字を習っているため，
漢語化が進み，自民族の言葉が話せない人もい
るようである。
西双版納自治州は，昔からの観光地なので漢
民族との交流が比較的に頻繁である。また60年
代に自治州内にいくつかの国営農場が出来てか
ら，漢民族の移住が始まり，漢民族の比率が次
第に高まっている。特に改革開放以降，観光や
商売などの目的で漢民族の人が大量に流入し，
一部の山間部を除いては漢語化がかなり進んで
いる。
3.3.大理白族自治州
大理白(ぺ~)族自治州の主体民族は白族と
されているが，実際は漢民族の割合がかなり高
い。白族は昔から教育を重視し，また歴史的に
漢文化を早く取り入れたので，漢語教育の伝統
を持っている。
白族語には漢語からの借用語が50%もあり，
都市部では昔から漢語が通用語として使用され
ている。白族には「白文」という民族文字があ
るが，あまり実用化されていないので，学校教
育では使用されていない。
現在小・中学校で、は基本的に漢語で、授業を行っ
ている。都市部では家庭でも漢語を使用する人
が増えている。
3.4.教育局と民族語文工作指導委員会
少数民族自治州には教育局と民族語文工作指
導委員会という二つの機関がある。教育局は主
に学校教育を指導管理する部署で， I普通話」普
及に関しでも責任を持っている。それに対して
民族語文工作指導委員会は，少数民族の伝統文
化の保存や民族言語の整理や規範を行い，同時
に識字教育を指導している。
民族語文工作指導委員会の紹介によれば，雲
南省少数民族の言語文字は，非識字率の減少に
ある程度機能しているが，高等教育を受けるた
めには漢語教育をきちんと受けないと難しいら
しく，特に雲南省には少数民族言語で教育を受
ける大学がないため，小・中学校段階で完全に
漢語をマスターし，その上で漢民族学生と同じ
条件で大学に入る以外は高等教育を受ける道が
ないとのことである。そのため，教育局にとっ
ても，いかにして自治州内の小・中学校の漢語
教育水準を高め，高校や大学への進学率を上げ
るかが重要な仕事の一つになっている。
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4.新誼ウイグル自治区の状況
4.1.新彊全体とウルムチ市
新彊ウイグル自治区の人口は1，700万人で，
少数民族は約850万人 (50%)である。ウイグ
ル(維吾伝)族は720万人，カザフ(恰薩克)
族は90万人，その他タジク(塔吉克)族(3万
人)，モンゴル族，回族，ウズベク(烏孜別克)
族がある。
ウイグル族は，宗教信仰の関係もあり昔から
教育を重視する伝統がある。ウイグル語には
500年の歴史を持つ文字があり，その文字は，
生活分野から高度な技術分野までほぼ問題なく
表記できる発達した文字系統である。ウイグル
語の語葉も，アラビア語(宗教，文化，生活)， 
ロシア語(工業，技術)，漢語(政治，社会)
から外来語を吸収し，語葉量が豊富である。
新車ウイグル自治区内では，漢民族を除いて
基本的に自民族言語による教育が行われている。
小学校3年から高校3年まで， I普通話」を外国
語に準じた科目として勉強されている。また，
新曜には自治区所属の大学と単科大学が10数校
あり，その内，新彊大学，新彊師範大学の一部
学部学科及び伊型(イリ)師範学院，略什(カ
シュガル)師範学院などでは，民族言語による
高等教育を受けることが可能である。ただし，
基本的に文系であり，理系は少ない。
現在，ウルムチ市など都市部の少数民族は，
自分の子供を漢民族学校に通わせる家庭が増え
ている。また， 50年代から西安，北京，上海な
どの都会に少数民族のために開設した寄宿制中
学校や「民族班(民族学級)Jがあるが，ここ
数年，入学希望者が増加している。
ウルムチ市では，人口の70%が漢民族なので，
日常生活はほとんど「普通話Jで行われている。
そのため，都市部のウイグル族は「普通話」のレ
ベルが高く，若い世代はほとんど問題なく使用
できるようになっている。
新彊ウイグル自治区全体は，基本的にウイグ
ル語と「普通話」を併用している地域である。テ
レビとラジオはウイグル語のチャンネルがあり，
終日放送している。市内の標識や空港や駅構内
の放送なども基本的に二言語が使用されている。
そのほか，少数民族言語の新聞，図書，雑誌な
ども多く，雲南省よりは量的にも質的にも豊富
なようである。
4.2.トルファン地区
トルファン地区は人口54万人で，ウイグル族
は70%，回族は 5%，漢民族は25%である。小
学校150校，中学校26校の内，漢民族学校とウ
イグル族学校が別々に作られているが，ウイグ
ル族と漢民族の混合校も数校ある。ウイグル族
の学校では基本的にウイグル語による教育を行
い， I普通話」を外国語として学習している。
「普通話Jの学習は，小学校3年から週2時間
で高校3年まで続くことになっている。
1997年から二言語教育を実施し，一日 2時間，
週12時間の漢語教育を行う小学校もあるが，数
はまだ少ない。トルファン地区では高校への進
学率がまだ低く，中学3年までの義務教育が終
わると仕事につく人が多い。農村地域では，小
学校を卒業してすぐ働く人もいる。
トルファン市内では漢民族と回族の人口が比
較的多く，またテレビなどの影響もあり，少数
民族の「普通話」レベルが比較的高い。特に政
府機関，ホテル，商屈などに勤めているウイグ
ル族出身者が話す「普通話」はかなりレベルが
高い。しかし， I普通話」による読み書きの能
力はまだ低いようである。
4.3.カシュガル地区
カシュガル地区は新彊の最西端にあり，人口
は約300万人で，ウイグル族は89%を占めてい
る。漢民族は 8%で主として都市部に住んでい
る。カシュガル市内の人口は約30万人で，ウイ
グル族と漢民族はほぼ半々の割合である。
カシユガル地区には，小学校は1，217校(在
校生541，870入)，中学校は170校(在校生117，1
40人)ある。中学校はほとんど都市部に集中し
ている。学校は少数民族学校と漢民族学校に別
れている。少数民族の学校では，小学校3年生
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から「普通話」の勉強を始め，一日 1時間，週に
6時間の「普通話」授業を行っている。カシュ
ガル地区の「普通話」レベルは，新彊の中でも
低い方であるが，最近，都市部の学校では「普
通話」教育に力を入れ始めているようである。
二言語教育の成果をはかる基準の一つは，中
学或いは高校の段階で，漢語で、数学，物理など
の理系科目を教えられるかどうかが目安である
が，目的は，やはり二言語教育を受けた学生が
高校卒業後，漢民族学生と同じように一般大学
への受験ができるようにするというところにあ
る。現在カシュガル地区からは，北京大学，北
京師範大学，中央民族大学，陳西師範大学，西
北大学など重点大学に入学している学生も出て
いるが，文系が多く，理系を習っている学生が
少ない。そのため，カシュガル地区の教育担当
責任者(ウイグル族出身)は，三言語教育の推
進に強い意欲を見せている。地区教育局の指導
のもとで，最近一日 2時間，週に12時間の「普
通話」を教える学校も増えているそうである。
しかし，これは主に都市部で取れる措置であり，
農村地域で二言語教育を進めるにはまだ困難が
多い。特に農村地域の学校では「普通話」の担
当教員自身も少数民族出身者で「普通話」のレ
ベルが低く，二言語教育を全面的に実施するに
はなお時聞がかかりそうである。
5.今後の課題
中国政府は，少数民族地域でこれからも長期
的に二言語教育政策を実施していくことになる
だろう。民族言語教育は，自民族言語や民族の
伝統文化や歴史を記録伝承し，識字率を高め民
族全体の教育レベルを上げるところに重要性が
あるが，しかし，中国の少数民族は，同時に漢
文化が主流である社会環境に置かれているので，
漢語能力はどうしても必要不可欠である。従っ
て，法律では自民族言語の使用が保障されてい
るにもかかわらず，よりよい生活条件を獲得す
るにはやはり漢語能力を高める努力をしなけれ
ばならない。そのため，一部の少数民族出身者
は小学校の段階から漢語を第一言語として習っ
ているが，それは同時に自民族言語の学習を放
棄することを意味している。個人としてはよい
かもしれないが，民族全体にとって取るべき方
法なのかどうかという問題がある。
二言語教育を通じて，自民族の言語を維持し
ながら漢語を学習するのが一番よい解決方法の
ように思われるが，現実的に二つの言語を同時
に学習することは，単一言語の習得よりはるか
に多くの時聞を費やさなければならないので，
少数民族の学生にとって大きな負担となってい
る。また，二つの言語を同時にマスターするこ
とができるかどうかも疑問である。多くの学校
では，学生に漢語を覚えさせるためにさまざま
な工夫がなされているが，少数民族出身者にとっ
て，漢語教育は，実質的には一種の外国語教育
なので，簡単に解決できない問題もたくさんあ
るようである。
現在，少数民族地域は，まだ経済が比較的に
遅れているので，教育目標も大学教育をめざす
という高いレベルではなく，小学校教育を普及
させた上で，いかにして中等教育を普及させる
かという段階にある。一部の農村地域では，学
校教育は単なる識字教育というレベルに留まっ
ているところもあるが，将来，経済状況が改善
された時に，少数民族地域での学校教育及び
「普通話」の教育も改めて見直されることにな
るような気がする。
注
1 )中国では，各民族の共通語として「普通話」
の普及を進めているが， r普通話」とは「北京地
域の発音を標準音とし，北方方言地域の語葉を
ベースとし，近現代の代表的作家の表現を模範
とする」いわゆる中国の「標準語Jである。し
かし，少数民族にとってはこれはあくまで漢民
族の言語なので，本稿では「共通語Jr普通話」
以外に「漢語」も使用している。ただし，学校
の授業科目としては「普通話」を使用する。
2) r中華人民共和国憲法』第 1章第4条には「各
民族都有使用和発展自己的語言文字的自由(各
民族は自分の言語文字を使用し，発展させる自
由をもっている)Jと明記しである。
3)原文は「国務院関於推広普通話的指示JCf国
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家諮言文字政策法規葉編Jpll) 
4)内容については，李晋有編『民族知識千題』
に基づいて筆者が整理したものである。
5) 1990年以降， I普通話」の普及を推進するため
に「普通話J試験が導入された。小・中学校の
教員は，その試験に合格してはじめて教員資格
が得られる。ただし，少数民族地域では段階的
に実施するという緩和措置が取られている。
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語
苗
(
ミ
ャ
オ
)
B長
73
8.3
 
貴汁
1.
湖
南
，
雲
市
，
凹
川
，
広
西
，
湖
北
…
ミ
ャ
オ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
ミ
ヤ
オ
・
ヤ
オ
ZE
系
)
19
56
年
文
字
作
成
ミ
ャ
オ
語
葬
(
イ
)
族
65
7.
8 
雲
南
，
回
11.
貴
州
イ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
千
ベ
、
ノ
ト
ピ
ル
マ
語
系
)
イ
文
字
(1
97
5
年
改
訂
)
イ
語
，
席
者
壮
(
チ
ワ
ン
)
族
15
55
.6
 
広
西
，
雲
南
，
広
西
，
雲
南
，
広
東
チ
ワ
ン
語
(
シ
ナ
チ
ベ
、
ノ
ト
語
族
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
19
55
年
文
字
作
成
チ
ワ
ン
語
，
i英
語
布
依
(
プ
イ
)
族
25
4.
8 
貴
什
し
雲
南
ブ
イ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
放
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
19
56
年
文
字
作
成
.
1英
字
併
用
プイ
語，
i英
語
朝
鮮
族
19
2.
3 
吉
林
，
黒
龍
江
，
遼
寧
，
内
蒙
古
朝
鮮
語
ハ
ン
グ
ル
文
:
'
-
t
，
漢
字
併
用
朝
鮮
語
'.1定
昔
満
州
族
98
4.
7 
遼
寧
，
河
北
，
黒
龍
江
，
吉
林
，
北
京
な
ど
i前
リ
ト
賠
(
ア
ル
タ
イ
語
放
満
・
ツ
ン
グー
ス
語
系
)
満
州
文
字
，
現
在
漢
字
使
用
寵
昔
何
(
ト
ン
)
族
25
0.
8 
貴ナ
H.
湖
南
，
広
西
，
湖
北
ト
ン
請
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
19
58
年
文
字
作
成
ト
ン
語
.
1造
語
謡
(
ヤ
オ
)
族
21
3.
7 
広
西
，
湖
南
，
雲
南
，
広
東
，
貴
州
ヤ
オ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
ミ
ャ
オ
・
ヤ
オ
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
使
用
ヤ
オ
語
，
チ
ワ
ン
語
，
i騒
音
白
(
ベ
ー
)
族
15
9.
8 
雲
南
，
貴
州
，
湖
南
ベ
一
語
(
シ
ナ
干ー
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
ビ
ル
マ
語
系
)
文
字
あ
り
，
淀
芋
使
用
ベ
一
語
，
?:軍
需告
土
家
(
ト
ゥ
チ
ャ
)
族
57
2.
5 
湖
南
，
湖
北
，
四
川
，
貴
州
ト
ゥ
チ
ャ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
使
用
ト
ゥ
チ
ャ
詩
，
蔚
昔
恰
尼
(
ハ
ニ
)
族
12
5.
5 
雲
南
ハ
一
語
(
シ
ナ
チ
ベ
、
ノ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
ビ
ル
マ
語
系
)
19
57
年
文
字
作
成
ハ
ニ
語
，
タ
イ
語
.
i戴
音
恰
薩
克
(
カ
ザ
フ
)
族
11
1.1 
新
彊
，
甘
粛
カ
ザ
フ
語
(
ア
ル
タ
イ
語
方
支
ザー
ュ
ル
ク
語
系
)
カ
ザ
フ
文
'
芋
，
ウ
イ
グ
ル
文
ネ
カ
ザ
フ
語
，
ウ
イ
グ
lレ
語
{
書
(
タ
イ
)
族
10
2.
5 
雲
南
タ
イ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
両
訪
長
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
タ
イ
文
字
タ
イ
語
i難
苦
君主
(
リ
ー
)
主長
11
1
.2 
海
南
リ
一
語
(
シ
ナ
チ
ベ
、
ノ
ト
語
族
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
19
57
年
文
字
作
成
リ
一
語
.
i莫
諸
保
健
(
リ
ス
)
族
57
.5 
雲
南
，
四
川
リ
ス
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
あ
り
.
19
57
年
別
に
作
成
リス
語，
タ
イ
語
.
i英
語
仮
(
ワ
)
族
35
.2 
雲
南
ワ
諾
(
南
ア
ジ
ア
語
族
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
話
系
)
19
57
年
文
字
作
成
ワ吾日
五日
禽
(
シ
ョ
オ
)
主主
63
.5 
権
法
主
，
溺
江
，
む
:
丙
，
広
東
シ
ョ
オ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
ミ
ャ
オ
・
ヤ
オ
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
f明
シ
ョ
オ
語
.
i蒜
苦
品
山
族
0.2
9
 
台
湾
，
福
建
高
山
語
(
南
ア
ジ
ア
t苦
主
主
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
f明
高
山
語
.
i英
語
投
枯
(
フ
フ
)
族
4
1.1 
雲
南
フ
ブ
口
吾
(
シ
ナ
干ー
ベ
ッ
ト
語
放
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
19
57
年
改
良
作
成
ラフ
諾，
タ
イ
語
.
i英
語
水
(
ス
イ
)
族
34
.7
 
貴
州
，
広
西
，
ス
イ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
、
ノ
ト
語
族
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
文
字
あ
り
，
現
在
は
漢
字
使
用
ス
イ
札
結
苦
東
郷
(
ト
ン
シ
ャ
ン
)
族
37
.3
 
甘
粛
，
寧
夏
，
新
誼
ト
ン
シ
ャ
ン
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
モ
ン
ゴ
ル
語
系
)
文
字
な
し
，
i芙
穿
教
育
ト
ン
シ
ャ
ン
語
，
憶
苦
納
西
(
ナ
シ
)
族
27
.8
 
雲
南
ナ
シ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
あ
り
.
19
57
年
別
に
作
成
ナ
シ
語
，
漢
語
景
頗
(
チ
ン
ポ
ー
)
族
11.
9
 
雲
南
手
ン
ボ
一
語
(
シ
ナ
チ
ベ
、
ノ
ト
語
族
チ
ベ
、
ノ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
)
19
57
年
文
字
改
良
チ
ン
ポ
一
語
.
i籍
昔
劫
z克
孜(
キ
JV，r
A)
族
14
.3 
新
彊
キ
ル
キ
ス
語
(
ア
ル
タ
イ
語
劇
キ
ル
ギ
ス
文
字
，
ウ
イ
グ
ル
文
字
キ
ル
ギ
ス
語
，
ウ
イ
グ
ル
語
土
(
ト
ゥ
ー
)
族
19
.2
 
青
海
，
甘
粛
ト
ゥ
一
語
(
ア
ル
テ
イ
語
族
モ
ン
ゴ
ル
語
系
)
19
80
年
文
字
作
成
ト
ゥ
一
語
達斡
fr
;(
ダブー
ル)
族
12
.1 
内
蒙
古
，
黒
龍
江
ダ
ブ
ー
ル
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
モ
ン
ゴ
ル
語
系
)
文
字
な
し
，
淀
字
教
育
ダ
フ
ー
ル
語
，
衛
官
千
何
者
(
ムー
フ
オ
)
族
16
.1 
広
西
ム
ー
フ
オ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
、
ノ
ト
語
族
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
文
字
な
し
，
l実
字
教
育
コー
フ
オ
，
ト
ン
誘
.
1弱
音
発
(
チ
ャ
ン
)
族
19
.8
 
四
川
チ
ャ
ン
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
千
ベ
ッ
ト
ビ
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
教
育
チ
ャ
ン
語
.i英
語
布
朗
(
プ
ー
フ
ン
)
族
8.2
 
雲
南
フ
。ー
フ
ン
語
(
南
ア
ジ
ア
語
族
モ
ン
・
ク
メー
ル
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
敬
育
プ
ー
ラ
ン
語
，
タ
イ
語
，
漢
語
樹
立
(
サ
ラ
ー
ル
)
族
8.
7 
青
海
，
甘
粛
サ
フ
ー
ル
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
チ
ュ
ル
ク
語
系
)
文
字
な
し
サ
ラ
ー
Jレ
語
毛
南
(
マ
オ
ナ
ン
)
族
7.2
 
広
西
マ
オ
ナ
ン
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ワ
ン
・
ト
ン
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
使
用
マ
オ
ナ
ン
語
，
チ
ワ
ン
語
.i'英
語
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
fz:f老
(
コ
ー
ラ
オ
)
族
43
.8
 
貴ナ
['1，
広
西
コ
ー
ラ
オ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
古
紛
文
字
な
し
，
渓
判
吏
用
コー
ラ
オ
語
，
j賠
錫
伯
(
シ
ボ
)
族
17
.2
 
遼
寧
，
古
林
，
輔
量
シ
ボ
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
満
・
ツ
ン
グ
ー
ス
語
系
)
文
字
あ
り
(1
94
7
年
改
訂
)
シ
ボ
語
，
i葉
語
阿
昌
(
ア
チ
ャ
ン
)
族
2.
7 
雲
南
ア
チ
ャ
ン
高
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
皐
時
ア
チ
ャ
ン
議
，
j莫言
語
普
米
(
プ
ミ
)
族
2.
9 
雲
南
プ
ミ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
，
j実
芋
教
育
プ
ミ
語
，
i難
吾
塔
吉
克
(
タ
ジ
ク
)
族
3.
4 
新
握
タ
ジ
ク
語
(
イ
ン
ド
ヨ
ロ
ッ
パ
語
族
イ
フ
ン
語
系
)
文
字
な
し
タ
ジ
ク
;
苦
，
ウ
イ
グ
ル
目
音
怒
(
ヌ
ー
)
族
2.
7 
雲
南
ヌ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
，
ヌ
画苦
烏
孜
別
克
(
ウ
ス
'
ぷ
ク
)
族
15
 
新
彊
ウ
ズ
ベ
ク
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
チ
ュ
ル
ク
語
系
)
文
字
な
し
，
ウ
イ
グ
ル
文
字
4吏
用
ウ
ズ
ベ
ク
語
，
ウ
イ
グ
ル
語
!
 
俄
羅
斯
(
ロ
シ
ア
)
族
1.4
 
新
彊
，
黒
音
1
[i工
ロ
シ
ア
語
(
イ
ン
ド
ヨ
ー
ロ
ツ
ノ
f語
族
ス
フ
ブ
百
苦
系
)
ロ
シ
ア
文
字
ロ
シ
ア
語
部
i昆
克
(
エ
ウ
ユ
ン
キ
)
族
2.
6 
内
蒙
古
エ
ヴ
ェ
ン
キ
諾
(
ア
ル
タ
イ
語
族
満
・
ツ
ン
グ
ー
ス
語
系
)
文
字
な
し
エ
ヴ
、
ェ
ン
キ
E苦
徳
昂
(
ト
ー
ア
ン
)
族
1.5
 
雲
南
ト
ア
ン
語
(
南
ア
ジ
ア
語
族
モ
ン
・
ク
メ
ル
語
系
)
文
学
な
し
トー
ア
ン
，
j童
話
昔
，
チ
ン
ボー
諾
保
安
(
ボ
ウ
ナ
ン
)
族
1.2
 
甘
粛
ボ
ウ
ナ
ン
誇
(
ア
ル
タ
イ
語
族
モ
ン
ゴ
ル
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
教
育
ボ
ウ
ナ
ン
語
，
i:鶏
百
裕
回
(
ユ
ー
グ
)
族
1.2
 
甘
粛
ユ
ー
グ
話
(
ア
ル
タ
イ
語
族
チ
ュ
ル
ク
語
系
)
文
字
な
し
，
i実
?
使
用
ユー
タ官
官，
1鶏
苦
思
(
キ
ン
)
族
1.8
 
広
西
キ
ン
語
(
不
明
)
文
字
な
し
，
漢
字
使
用
キ
ン
語
，
?霜
苦
塔
搭
カ
，
(
タ
ター
ル
)
族
0.4
8
 
新
麗
タ
タ
ー
ル
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
手
ュ
ル
ク
語
系
)
文
字
あ
り
，
ウ
イ
グ
ル
文
字
使
用
タ
タ
ー
ル
J昔
，
ウ
イ
グ
ル
lft
独
龍
(
ト
ー
ル
ン
)
族
0.
58
 
雲
南
トー
ロ
ン
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
詰
族
手
ベ
、
ノ
ト
・
ピ
、
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
ト
ロ
ン
語
，
ヌ
ー
語
，
蕗
昔
害
附
?
春
(オ
ロチ
ョン
)
族
0.
7 
黒
龍
江
，
内
蒙
古
オ
ロ
千
ヨ
ン
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
i前
・
ツ
ン
グ
ス
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
教
育
オ
ロ
チ
ヨ
ン
語
，
1繋
百
赫
哲
(
ホ
ジ
、
エ
ン
)
族
0.4
2
 
黒
龍
江
ホ
ジ
、
エ
ン
語
(
ア
ル
タ
イ
語
族
満
・
ツ
ン
グ
ス
語
系
)
文
字
な
し
，
漢
字
教
育
ホ
ジ
、
エ
ン
語
，
高
官
門
巴
(
メ
ン
パ
)
族
0.
75
 
チ
ベ
、
ノ
ト
メ
ン
パ
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
乎
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
文
字
な
し
メ
ン
バ
語
，
チ
ベ
ッ
ト
語
格
巴
(
ロ
ッ
パ
)
族
0.2
3
 
チ
ベ
ッ
ト
ロ
ッ
ノ
f諾
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
誌
族
チ
ベ
、
ノ
ト
・
ピ
ル
マ
諾
系
)
文
字
な
し
ロッ
ノ
T語
，
チ
ベ
ッ
ト
語
基
諾
(
ジ
ノ
ー
)
族
1.8
 
雲
南
ジ
ノ
一
語
(
シ
ナ
チ
ベ
ッ
ト
語
族
チ
ベ
ッ
ト
・
ピ
ル
マ
語
系
)
文
学
な
し
ジ
ノ
ー
語
，
タ
イ
語
，
i:戴
苦
辺仁
3通、
計
91
32
 
漢
族
10
3，
91
8 
全
国
人
口
11
3，
05
1 
j
;
唆
位
窃
長
の
人
口
比
率
8.
08
% 
?
〞
?
? ??
※
李
晋
有
(1
99
9)
r民族
知
識
千
題
.
1
(
中
央
民
族
大
学
出
版
社
)
に
基
づ
い
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
